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５ 都市機能誘導の基本的な考え方 

 

都市機能誘導区域及び誘導施設の設定に当たっては、市民の生活を支える上で必要な機能は何

か、また、集合型居住誘導区域内での人口分布の偏在を是正しつつ、人口密度の維持・増加を図

るために、その地域の魅力を向上させるものは何か、さらに、世界都市を目指すに当たり、都市

全体の魅力を向上させるものは何かという視点から検討を進めました。 

そこで、市民生活を支える機能として、「日常生活を支える利便機能」、「公共サービス機能」、

魅力を向上させる機能として、「地域の魅力を高める都市機能」、「都市の魅力を高める都市機能」

という 4 つの項目に着目し、各項目の分析・検討結果に基づいて、基本的な考え方を整理しまし

た。 

 

 

５－１ 日常生活を支える利便機能 

 

第４章で設定した集合型居住誘導区域の範囲において、日常生活を支える利便施設として、医

療施設、商業施設、福祉施設及び子育て関連施設に注目し、その立地状況を確認しました。 

その結果、集合型居住誘導区域内においては、これら日常生活を支える利便機能については、

ほぼ徒歩圏内に立地しており、誘導施設として都市機能誘導区域のみに集約していく必要性は低

い状況です。 

なお、保育所など、全市的に絶対量が不足している機能もありますが、それらは郊外部におい

ても必要な機能であり、集合型居住誘導区域のみで補完すべきものではないことから、誘導施設

への設定は適さないと考えます。 

 

 
  

集合型居住誘導区域内 集合型居住誘導区域外

医療施設
（内科又は外科を有する病院・診療所）

ほぼ全域で徒歩圏内に立地
（近年増加傾向）

ほぼ全域で徒歩圏内に立地

商業施設
（食料品取扱店舗）

ほぼ全域で徒歩圏内に立地
（近年増加傾向）

徒歩圏内に立地していない
地域も存在

福祉施設
（通所系、訪問系施設及び小規模多機能施設）

ほぼ全域で徒歩圏内に立地 ほぼ全域で徒歩圏内に立地

ほぼ全域で徒歩圏内に立地
徒歩圏内に立地していない

地域も存在

日常生活を支える利便施設
立地状況

子育て関連施設
（幼稚園・保育所） ※全市的に待機児童が多い現状では、全体的な量的拡大が求められているが、

集合型居住誘導区域のみに誘導すべきものではない。

表 5-1 日常生活を支える利便施設の立地状況

資料：札幌市
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５－２ 公共サービス機能 

 

人口減少社会の到来、少子高齢化の進展という本市を取り巻く状況の下では、効率的な行財政

運営と多様化する市民ニーズ・地域ニーズへの対応が求められます。 

そこで、本市のまちづくりの最上位計画である「札幌市まちづくり戦略ビジョン」では、市有

建築物の複合的利用や機能転換の推進などによる総量抑制と利便性向上を掲げており、また、市

有建築物の効果的・効率的な配置や総量のあり方についての基本的な方向性や考え方を示した「札

幌市市有建築物の配置基本方針」においても、区民センターや図書館などといった行政区単位に

配置される施設については、複合化などにより、多くの人が訪れやすい都心や地域交流拠点等に

集約していく方向性が示されています。 

こうしたことから、本計画においても、適切な公共サービス提供の実現を担保するため、多く

の市民が利用する施設については、都心及び地域交流拠点における誘導施設として設定します。 

 

 

５－３ 地域の魅力を高める都市機能 

 

集合型居住誘導区域の人口分布の偏在を是正しつつ、後背圏の利便性の確保に向けた人口密度

の維持・増加を図るためには、その地域の魅力を向上させることが重要です。 

地域の魅力向上に当たっては、「①多様な都市機能の集積（いろいろな機能がたくさんあるこ

と）」、「②公共交通利便性・回遊性の向上（車がなくても行きやすく、歩き回りやすいこと）」、「③

様々な交流や賑わいが生まれる場の創出（集まれる空間があって、活用されていること）」、「④地

域資源の活用・発信（その地域にしかない魅力があって、その魅力をアピールすること）」という

４つの「魅力向上の柱」を複合的に推進させていくことが必要です。 

また、集合型居住誘導区域内の人口分布偏在の是正と人口密度の維持・増加に向けて、どこの

地域の魅力を向上させることが効果的かについては、前述の公共サービス機能と同様に、多くの

人が訪れやすい“地域交流拠点”であると考えられます。 

そこで本項では、地域交流拠点の魅力を向上していくに当たり、立地適正化計画において誘導

施設として位置付けるべき都市機能とは何かを検討します。 

その対象となる都市機能としては、多くの人を惹きつける施設や高度な専門性を備えた施設、

地域の界隈性を高める施設などを現在想定しており、今後も地域交流拠点ごとの地域特性を踏ま

えながら継続的に考察を重ね、整理がついた段階で、誘導施設への設定を検討します。 
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５－４ 都市の魅力を高める都市機能 

 

今後、北海道全体として人口減少が進行していく中、本市には北海道の経済成長をリードする

まちづくりが期待されているとともに、アジア圏からの観光流入の増加への対応を含め、厳しさ

を増す都市間競争での確固たる地位を確保していくことが重要となっています。 

そして、その実現に向けては、札幌を世界にアピールし、国内外からのヒト・モノ・投資を呼

び込む必要があり、本市の顔である「都心」の魅力・活力を向上させることが求められます。 

そのような状況の中、「札幌市まちづくり戦略ビジョン」では、優先的・集中的に取り組むべき

創造戦略の一つとして、道外需要を積極的に取り込む「都市ブランド創造戦略」を掲げ、多くの

集客交流が見込まれる MICE※15 の誘致強化や、札幌の優位性を生かした企業の本社機能の移転受

入れの推進などを打ち出しています。 

この「都市ブランド創造戦略」を支える施設としては、MICE 関連施設や高機能オフィスなど

の施設が考えられますが、これらの施設は国内外の需要を取り込むのみではなく、市民にとって

も利便性の向上や雇用の創出などの効果が期待できます。 

そこで、本計画においては、本市の顔である都心の魅力・活力を高め、国内外からのヒト・モ

ノ・投資を呼び込むとともに、市民生活の質を向上させるという観点から、国際競争力の向上に

資する MICE 関連施設や高機能オフィスといった高次都市機能を有する施設について、都心にお

ける誘導施設として設定します。 

さらに、都心の魅力・活力の向上という観点では、様々な文化芸術の鑑賞の場や市民の発表の

場である大規模ホールも重要な役割を果たしていると考えられ、また、「札幌市文化芸術基本計画」

では、今後も都心部のホール 3 館体制※16 を維持することとしています。 

そこで、都心の魅力・活力の向上に資するものの一つとして、大規模ホールについても、都心

における誘導施設として設定します。 

 

 

５－５ まとめ 

 

都市機能誘導区域については、利便性と魅力を重点的に向上させる区域として、都心及び地域

交流拠点に設定することとします。 

また、誘導施設については、多くの市民が利用する施設や国際競争力の向上に資する高次都市

機能を有する施設などを位置付けます。 

なお、地域の魅力を高める都市機能については、今後も継続的に考察を重ね、整理がついた段

階での誘導施設への設定を検討します。 

 

 

 

※15【MICE】多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称で、Meeting（会議・セミナー）、Incentive 

Travel（Tour）（企業報奨、研修旅行）、Convention（大会・学会・国際会議）、Exhibition（イベント・

展示会・見本市）の頭文字のこと。 

※16【ホール 3 館体制】市民交流複合施設、教育文化会館及び市民ホールから成る 3 館体制 


